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【声明】 

国公法弾圧２事件の判決国公法弾圧２事件の判決国公法弾圧２事件の判決国公法弾圧２事件の判決日の日の日の日の指定を取り消し、指定を取り消し、指定を取り消し、指定を取り消し、    

審理を大法廷に回付し、審理を大法廷に回付し、審理を大法廷に回付し、審理を大法廷に回付し、違憲違憲違憲違憲無罪判決を無罪判決を無罪判決を無罪判決を求めます求めます求めます求めます    

 

日本国民救援会中央本部 

会長 鈴木亜英 

 

最高裁第２小法廷（千葉勝美裁判長）は１１月９日、国公法弾圧２事件＝国

公法弾圧堀越事件（堀越明男さん）・世田谷国公法弾圧事件（宇治橋眞一さん）

について、「判決日を１２月７日午後３時とする」との通知を、当事者と弁護

団に郵送してきました。 

東京高裁（中山隆夫裁判長）は２０１０年３月、堀越事件に対して無罪判決

を言い渡しましたが、同年５月、世田谷事件に対し、東京高裁（出田孝一裁判

長）は控訴棄却の有罪判決を言い渡しました。 

両事件が最高裁に係属して約２年半、堀越さん、宇治橋さん、弁護団、そし

て国民救援会、国公法共闘会議、両事件の支援組織は、憲法が保障する表現の

自由に関わる重要な事件であるとして、最高裁に対し、２事件を大法廷に回付

し、猿払判決を見直し、違憲無罪判決を言い渡すよう求め、広く国民に支援を

訴えてきました。この訴えは大きく広がり、全国から１７万を超える個人署名

が最高裁に提出されています。また、マスコミも「理は無罪判決にあり」（世

田谷事件高裁判決時の朝日新聞社説）と主張し、多くの国民・学者が、いまこ

そ猿払判決を見直すよう最高裁に求めています。 

今回の判決日指定は、大法廷に回付しないで判決するものであり、猿払判決

の見直しをしないことを意味します。私たちは、多くの国民・学者の声に背を

向け、大法廷での憲法判断を避けた最高裁に強く抗議するものです。そして、

判決日の指定を取り消し、審理を大法廷に回付し、猿払判決を見直し、２人に

対し違憲無罪判決を出すよう求めるものです。  


